
 

 

 

第１５回横田基地もいらない！沖縄とともに声をあげよう！市民交流集会 

２０２４年プレ企画 学習講演会 

日米安保条約・日米地位協定・安保三文書＝＝ 

<講演> 千坂 純 日本平和委員会事務局長 

ゆとろぎ

 

第 180 回横田基地前座り込みで 

防衛省の欺瞞を報告する千坂氏 

（2024.3.17 ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾊﾟｰｸ） 

 

千坂 純氏 プロフィール 

1957年宮城県生まれ。和光大学卒。学

生時代に日米安保体制反対に目覚め、日

本平和委員会事務局に。平和新聞編集長

から日本平和委員会事務局長に。現在、

原水爆禁止世界大会運営委員会共同代

表、日本平和大会事務局長、全国革新懇

世話人等を務める。また、全国各地で講

演会の講師を務め、政府交渉では鋭く追

及、手腕を発揮している。 

日米共同統合運用調整所が置かれた横田基地。南西諸島の自衛隊基地配備や

迎撃ミサイルの配備が強行されようとする中、横田空域市街地での空中給油訓

練、屋久島沖で大破墜落した欠陥機オスプレイの原因究明もないままの飛行再

開、離発着訓練の爆音による健康被害等、数え上げたらきりがない基地被害。 

米軍の横暴と日本政府の自衛隊強靭化政策による基地に脅かされる日々の生

活。市民の頭上で繰り返される危険な訓練、広がる訓練区域。空を乗っ取った

米軍に異を唱えない日本政府。武器輸出推進に舵を切り、欧米・財界とともに

殺傷兵器「次期戦闘機」の開発や輸出解禁など、「死の商人」の道に向かう。

更に PFAS（有機フッ素化合物）の水汚染も。横田基地周辺住民の危機感・恐怖

心は計り知れません。国民生活を犠牲にしてすすむ大軍拡優先は私たちに何を

もたらすか。戦争への道を阻止するために、私たちは何をしなければならない

か。岸田大軍拡の狙いを学習し、この横田から声を上げよう！ 

 

＜主催＞ 横田基地もいらない！沖縄とともに声をあげよう！市民交流集会実行委員会  

連絡先 090-4839-0131 寉田（つるた）   

羽村駅より  

徒歩 12分 

！ （時間） 午前の部 １０：００～／午後の部 １３：００～

 

青梅←           羽村駅 →立川

羽村駅は青梅線で立川より約 20分 
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